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SteelEye DataKeeper Cluster Edition
リリースノート

バージョン 8.1
(Version 8 Update 1)

重要 !!
本製品をインストールまたは使用する前に、必ずこのドキュメントをお読みください!

このドキュメントには、インストール時とその前後に留意すべき重要な項目に関する情報が記載されています。

はじめに

SteelEye DataKeeper Cluster Editionは最適化されたホストベースのレプリケーションソリューションとして

Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2、およびWindows Server 2008 R2/2008 R2 SP1 Failover
Clusteringとシームレスに連携します。Windows Server Failover Clusteringの機能である、サブネットを経由し

たフェイルオーバや調整可能ハートビートパラメータにより、管理者が地理的に分散したクラスタを管理するのが

容易になります。SteelEye DataKeeperは、両方のバージョンのWindows Clusteringを拡張するデータレプリ

ケーション機能により、共有されないディスクの高可用性構成をサポートします。

SteelEye DataKeeper Cluster Editionをインストールすると、DataKeeperボリュームと呼ばれる新しいストレー

ジクラスリソースタイプを使用できるようになります。この新しいSteelEye DataKeeperボリュームリソースを従来の

物理ディスクの共有ストレージリソースの代わりに使用することで、マルチサイトクラスタとも呼ばれる地理的に分

散したクラスタが可能になります。

SteelEye DataKeeper Cluster Edition v8 の新機能

機能 説明

本リリース( 8.1)の新機能  

全体的なメン

テナンス
下記バグの修正を参照してください。

バージョン 8.0.1の新機能

全体的なメン

テナンス
バグ修正

バージョン 8.0の新機能
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バグの修正

機能 説明

クラスタ外ノー

ドへのレプリ

ケーション

DataKeeperはフェイルオーバークラスタの外側にレプリケーションターゲットを置くことができま

す。

オペレーティン

グシステムサ

ポート

DataKeeperはWindows 2008R2以降の64ビットオペレーティングシステムのみをサポートし

ます。以前のバージョンのWindowsまたは 32ビットシステム上で実行するには、DataKeeper
v7を使用してください。

Windows
2012 R2サ
ポート

DataKeeperWindows 2012 R2をサポートします。

全体的なメン

テナンス
バグ修正

バグの修正

以下に、最新のバグの修正および機能強化のリストを示します。

バ

グ
説明

3463 6つ以上の範囲でミラーを作成できない問題を改善

3906 クラスタ外にDRのミラーを作成する際、クラスタ内のボリュームと異なるドライブ名の割り当てが可能

になりました
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製品定義とプラットフォーム

製品定義とプラットフォーム

製品要件

製品
オペレーティングシステ

ム
追加ソフトウェア

サーバ

コン

ポーネ

ント

DKCEサポートマトリックス

を参照

Hotfix - KB 951308

http://support.microsoft.com/kb/951308

Hyper-V リソースを保護する場合 Hotfix KB 958065

http://support.microsoft.com/?id=958065

注記 : これらのHotfixは、Windows Server 2008 R2/2008 R2 SP1に
は必要ありません。

Microsoft Hotfix KB 2741477は、VMをフェイルオーバクラスタに配置し

た後に仮想マシンにNICを追加できるようにします(詳細は「Hyper-V
ホストクラスタエラー」を参照 )。

DKCEサポートマトリックス

を参照
詳細は以下を参照してください。

注記 :ターゲットスナップショット機能を使用するには、Microsoft .NET Framework 3.5 SP1をインス

トールする必要があります。http://www.microsoft.com/netからダウンロードしてください。

ユーザ

イン

ター

フェース

DKCEサポートマトリックス

を参照

MMC 3.0 -こちらからダウンロードしてください。

http://support.microsoft.com/kb/907265

注記 : クラスタ内のすべてのサーバで同一バージョンのWindowsを実行してください。

SteelEye DataKeeper Cluster Editionをインストールして設定する前に、以下の設定を確認してください。

l 重要 : DataKeeperを実行するすべてのサーバでローカル管理者権限を持ったドメインアカウントを使用

することを推奨します。ローカルアカウントを使用している場合、ユーザ名およびパスワードはDataKeeper
を実行するすべてのサーバで一致しなければなりません。これはすべてのエディションおよびすべてのプラッ

トフォームに該当します。

l SteelEye DataKeeper Cluster Editionソフトウェアをインストールする前に、Windows Failover Cluster環
境をインストールしてクラスタリソースを作成できる直前まで設定する必要があります。ファイル共有監視

を設定してクォーラムモードマジョリティノードを変更するなど、地理的に分散したクラスタを管理するため

のMicrosoftのベストプラクティスに従ってください。DataKeeper Cluster Edition をインストールする前に
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ローカルセキュリティポリシーの要件

基本的な Windows クラスタを設定しなかった場合は、DataKeeper Cluster Edition の修復インス

トールを実行してから DataKeeper クラスタリソースを作成する必要があります。

ローカルセキュリティポリシーの要件

Windowsサーバがドメイン内にない場合で、DataKeeperサービスをローカルシステムアカウントとして実行する場

合、ローカルセキュリティポリシー設定 [ネットワークアクセス: Everyone アクセス許可を匿名ユーザーに適用する]
を有効にする必要があります。

既知の問題

SCVMM 2012
SCVMM 2012で DataKeeperを使用する場合は、SCVMM 2012 SP1を使用する必要があります。

Windows Server 2012
Windows Server 2012に関連する問題および強化については、DataKeeper Cluster Editionテクニカルドキュ

メンテーションの「既知の問題」セクションの以下のトピックを参照してください。

l WSFC 2012 Failover Cluster Manager UIの欠陥

l WSFC 2012の新しいファイルサーバタイプがサポートされない

l WSFCでのミラーの手動作成

l WSFC 2012クラスタ作成デフォルト設定の問題

l WSFC 2012ファイル共有をファイルサーバリソースに対して作成できない

l WSFC 2012 Server Manager --不正なボリューム表示

l WSFC 2012 Server Manager -- DataKeeper 「ディスク」がクラスタとして表示されない

l Windows Server 2012デフォルト情報がミラー作成時に見つからない

l Windows Server 2012MMCスナップインクラッシュ

l Windows Server 2012 --クラスタ化された複数のファイルサーバの役割の同時移動がDataKeeperスイッ

チオーバの失敗につながる場合がある

l Windows Server 2012 iSCSI ターゲットの役割がダイナミックディスクをサポートしない

l DataKeeperで iSCSI ターゲットを使用する

DataKeeper Cluster Edition クイックスタートガイド

SteelEye DataKeeper Cluster Editionを利用するにあたって、DataKeeper Cluster Editionクイックスタートガイド

を参照してください。
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DataKeeper Cluster Editionクイックスタートガイド
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